
Ａ２．輸血前は顔が真っ白で、 
   寒気や頭痛、嘔気がし不安でした。 
   輸血後は体が温まり、頬や唇に 
   血色が戻ったのを見て、生きている 
   のを実感しました。 
   「この血液は誰がくれたのか？」 
   考えていました。 

テーマ ：輸血を受けた方へのインタビュー！！ 

  埼玉県立 
   常盤高等学校 
      ＪＲＣ部 

こんにちは！！ 
埼玉県立常盤高等学校 看護科 ＪＲＣ（青少年赤十字）部です！ 
常盤高校は、看護師を育成する５年一貫の専門高校です♪ 
未来の看護師であるわたしたちから、 
埼玉県民のみなさんへ献血情報をお送りします！ 
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友寄 蓮さん 

Ｑ１．「急性リンパ性白血病」とはどのような病気ですか？ 

Ａ１．白血病にもいくつか種類があるのですが、小児のなかで一番多いとされている型 
   です。基本は抗ガン剤のみで治療を進めていきます。 
   血液を自力で作ることが出来なくなる病気なので、数値が下がってしまったら 
   「輸血」 をして補う必要があります。 

Ｑ２．輸血前後の気持ちはどうでしたか？ 

１号は埼玉製造所見学レポート、２号は献血体験レポート、 
３号は受血者の実態レポート、とお届けしてきましたが、 
みなさん、読んでいただけましたか？？ 
（献血ルームやホームページで読めますよ♪） 
 
・・・そして、今回の４号は！ 
みなさんの血液が 
どんな患者さんのもとへ 
届いているか 
お伝えするために、 
 

実際に輸血を 
経験された、 
女優「友寄蓮さん」 
にインタビューを 
しました！ 
 

1995年３月29日東京生まれの24歳。
Ｏ型。高校２年生の秋に急性リンパ
性白血病と診断される。 
１年４ヶ月の闘病生活を経て芸能界
デビュー。舞台やスポーツのリポー
トなどジャンルを問わず活動。 
現在は「彩の国けんけつ大使」とし
て、イベントや講演会をとおして、 
献血のPRを行っている。 

輸血前       輸血後 

病室 



★編集後記 

新聞を読んでくださりありがとうございました。今回は「輸血を受けた方へのイ
ンタビュー！！」 をテーマに現在彩の国けんけつ大使としても活躍している
友寄蓮さんにインタビューをしました。 

実際に輸血を受けていた方の話を聞くことでまた別の視点から献血について
学ぶことができたのではないでしょうか？ 
１年間けんけつNEWSを作らせていただいて、たくさんの人に読んでもらうこと

ができ、うれしく思っています。私たちもより深く献血を学ぶ機会ができ、とて
も良い経験となりました。１年間ありがとうございました！ 

はげみになります！ 
感想やリクエストはこちらまで↓ 
 

埼玉県赤十字血液センター総務課企画係 

st-kikaku@ktks.bbc.jrc.or.jp 

友寄蓮 
@ren_tomoyose 

 

Ｑ３．白血病にかかる前に献血について知っていましたか？ 

Ａ３．東京の高校では学ばないので、知らなかったです。 
   献血もしたことありませんでした。 
   知った時にはすでに献血ができない体になっていましたが、 
   患者さんにはこういった人が多いと思います。 
   そのため、献血ができる体は財産だと思っています。 
   １つの血液パックにはたくさんの人が関わっているため 
   大切にしていきたいです。 

Ｑ４．今後はどのような活動をしていきますか？ 

Ａ４．闘病記を書いてみたいです。 
   献血のイベントを通して、多くの方へ興味を持ってもらいたいです。 

Ｑ５．けんけつNEWSの読者と献血の呼びかけている人に伝えたいことはありますか？ 

Ａ５．足を運んでくれてありがとうと伝えたいです。 
   血液は患者にとって命そのものだから、本当にありがたいです。 
   献血については理解がまだ広がっていないので、呼びかけでは「なぜ必要なのか」 
   をしっかり伝えて、知識をつけることが大切だと思います。 
   怖いと思っている人にも、献血ルームはリラックスできる場所なので、もっと気楽に 
   行ってほしいです。 

友寄蓮さん、 
ありがとうございました！！ 

★ありがとうの手紙が届きました 
  ～さいたま市 Ｓさん～ 

献血後の 
検査成績通知書 
（青いハガキ）に、 
友寄蓮さんからのメッセージ 
     が書いてあるので 
       見つけて 
        くださいね♪ 


